
９
月
議
会
で
は
本
庁
舎
深
沢

移
転
に
か
か
る
「
位
置
条
例
」

議
案
の
提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
公
共
施
設
は
築
30
年
以

上
と
多
く
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

維
持
管
理
、
建
て
替
え
等
公
共

施
設
全
体
の
適
正
化
を
計
画
的

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

具
体
的
な
事
業
の
実
施

「
関
係
者
と
の
協
議
」
を

公
共
施
設
再
編
計
画
」
の
推

進
体
制
で
は
具
体
的
な
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
関
係
者

と
の
協
議
」
を
行
う
と
し
て
い

ま
す
。

公
共
施
設
再
編
計
画
で
は

「
特
に
地
域
拠
点
校
の
選
定
や

子
ど
も
会
館
等
の
複
合
化
な
ど

の
具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
は

学
校
関
係
者
や
地
域
住
民
を
は

じ
め
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

市
民
な
ど
関
係
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
の
手
法
を
使
い
な
が
ら
施

設
の
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
調

整
図
る
こ
と
」
と
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
本
庁
舎
と
消
防
署
合

築
や
跡
地
で
の
学
習
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
の
複
合
化
、
総
合
体
育

館
建
設
計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
再
編
計
画
の
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
市
が
自

ら
計
画
し
て
い
る
通
り
初
期
の

段
階
か
ら
参
画
す
る
場
を
設
け

な
が
ら
再
編
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

拠
点
校
構
想
は
中
止
を

公
共
施
設
再
編
計
画
で
は
５

地
域
に
拠
点
校
を
決
め
、

学
校

と
複
合
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
セ
ン
タ
ー
（
支
所
、
図
書

館
、
学
習
セ
ン
タ
ー
）
や
青
少

年
会
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
他
、
世
代
多
目
的
に
利
用
す

る
計
画
。

し
か
し
、
学
校
は
計
画
当
時
と

比
べ
、
少
人
数
学
級
、
不
登
校

対
策
等
で
空
き
教
室
が
少
な
い

現
状
で
す
。
今
や
る
べ
き
は

老
朽
化
し
た
学
校
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
の
安
全
性
、
学

校
施
設
運
営
と
の
関
係
を
配
慮

し
、
拠
点
校
構
想
は
や
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
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村
岡
新
駅
設
置
中
止
し
、

税
金
は
暮
ら
し
応
援
に

公
共
施
設
再
編
計
画
見
直
し

初
期
の
段
階
か
ら
参
画
の
場
を

山
ざ
く
ら
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
再
編
計
画
は

昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
に
か

け
、
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
行

わ
れ
、
急
激
な
人
口
増
加
と
と

も
に
公
共
施
設
建
設
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
築
30
年
以
上
が

約
60
％
で
（
平
成
26
年
当
時
）

大
規
模
改
修
や
建
替
え
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
の

建
物
総
延
床
面
積
は
利
用
別
で

は
小
中
学
校
が
42
％
と
も
っ
と

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
、

コ
ス
ト
は
年
約
50
億
、
40
年
間

で
約
２
千
億
円
か
か
る
と
し
、

延
べ
床
面
積
を
約
26
・
６
％
減

少
と
し
て
い
る
。
５
地
域
の
行

政
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
、
５
つ

の
行
政
地
域
で
地
域
拠
点
校
を

整
備
。
図
書
館
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
会
館
、
老
人
セ
ン
タ
ー

は
集
約
。
行
政
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
機
能
は
本
庁
舎
に
集
約
す
る

計
画
。
平
成
27
年
３
月
の
現
計

画
を
令
和
５
年
度
中
に
見
直
し

を
す
る
と
し
て
い
る
。

地域拠点校に複合施設

拠点校の第一候補
◎鎌倉地域：御成小学校
◎腰越地域：腰越中学校
◎深沢地域：深沢小学校
◎大船地域：大船小学校
◎玉縄地域：玉縄小学校
延床面積 2000 ㎡にする

市
民
の
福
祉
に
背
を
向
け

る
松
尾
市
長
！
（
投
稿
）

８
月
25
日
『
市
役
所
移
転
を
考

え
る
市
民
集
会
』
に
参
加
。
参
加

者
の
質
問
に
対
す
る
松
尾
市
長
の

答
弁
内
容
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ

ま
す
。

①
市
長
：
建
設
資
材
の
高
騰
に

よ
る
資
金
計
画
の
見
直
し
は
基
本

設
計
の
終
わ
っ
た
時
点
で
行
う
。

意
見
：
建
設
物
価
の
変
動
は
数
年

後
ど
う
な
る
か
予
想
は
難
し
い
こ

と
は
分
か
る
が
、
こ
の
説
明
で
は
、

い
く
ら
建
設
費
が
高
く
な
っ
て
も

実
施
す
る
の
か
。
借
金
の
返
済
は

鎌
倉
市
民
。

②
市
長
：
市
役
所
移
転
は
東
日

本
大
震
災
が
発
端
。
現
市
庁
舎
の

耐
震
性
能
は
市
役
所
と
し
て
の
必

要
性
能
よ
り
低
く
、
今
以
上
の
補

強
ブ
レ
ー
ス
の
増
設
は
執
務
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
な
い
。

意
見
：
可
能
な
ら
ば
市
役
所
は
現

在
地
で
と
考
え
ま
す
。
耐
震
補
強

技
術
は
進
歩
し
て
い
ま
す
。
免
震

や
外
周
補
強
な
ど
執
務
ス
ペ
ー
ス

を
損
な
わ
な
い
方
法
で
補
強
で
き

ま
せ
ん
か
。
用
途
地
域
を
変
更
し

駐
車
場
の
位
置
に
増
築
棟
、
現
市

庁
舎
は
長
寿
命
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
内
外
装
一
新
願
い
ま
す
。

③
市
長
：
公
共
施
設
再
編
計
画

で
、
既
存
施
設
を
縮
小
し
な
い
で

維
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
市
の

財
政
が
も
た
な
い
。

意
見
：
廃
止
の
候
補
と
し
て
挙
が
っ

て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
反
対

で
す
。

・
大
船
・
深
沢
消
防
署
を
廃
止
し

新
本
庁
舎
に
集
約
す
れ
ば
、
救
急

車
の
到
着
時
間
は
遅
れ
、
火
災
の

対
応
も
同
様
で
す
。

・
深
沢
・
腰
越
・
玉
縄
支
所
に
は

役
所
機
能
の
他
、
図
書
館
、
各
種

集
会
室
が
あ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
多
く
の
市
民
が
活

用
し
て
い
ま
す
。

・
鎌
倉
・
大
船
体
育
館
は
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
に
と
っ
て
貴
重

な
場
所
で
す
。
集
約
さ
れ
る
新
総

合
体
育
館
で
今
ま
で
通
り
の
利
用

が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
民
の
福
祉
向
上
に
背
を
向
け
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

④
市
長
：
モ
ノ
レ
ー
ル
深
沢
駅

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

事
業
者
と
市
が
協
議
を
進
め
て
い

る
。

意
見
：
市
民
の
強
い
要
求
に
対
し

市
長
の
市
民
集
会
で
の
発
言
は
重

く
、
早
急
の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

（
ｓ
・
ｋ
）



新
年
度
予
算
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
地
域
整
備
に
つ
い
て
順
次
ご

報
告
し
ま
す
。

①
公
共
下
水
道(

雨
水)
築
造
工
事

管
布
設
工
事

長
さ
25
ｍ

笛
田
３
丁
目
３
番
地
先

大
塚
川
排
水
区
（
上
記)

②
汚
水
管
渠
築
造
実
施
設
計
業
務
委

託

修
繕
改
築
詳
細
設
計
笛
田
枝
線

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

６
５
０
ｍ

笛
田
６
丁
目
18
番
地
先

(

左
図)

８
月
７
日
か
ら
８
日
ま
で
行
わ
れ

た
２
０
２
３
年
長
崎
原
水
禁
世
界
大

会
に
鎌
倉
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
９
日
ま
で
の
予
定
は
台
風
の
影

響
で
８
日
ま
で
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
開
会
総
会
は
15
時
か
ら
長
崎
市

民
会
館
体
育
館
で
開
か
れ
、
開
会
参

加
者
は
現
地
及
び
リ
モ
ー
ト
参
加
も

含
め
、
３
８
０
０
名
で
す
。

政
府
代
表
・
海
外
代
表
紹
介
・
国

家
元
首
、
自
治
体
首
相
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
紹
介
。
小
林

節
慶
応
大
学
名

誉
教
授
の
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
長
崎

鈴
木
史
朗
市
長
が
登
壇
し
て
「
核
な

き
世
界
は
長
崎
の
使
命
。
核
に
は
核

を
は
世
界
が
核
軍
拡
に
な
り
か
ね
な

い

危
険
な
状
態

被
爆
者
の
バ
ト
ン

を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ

。
被
爆
者
の
田
中
重
光
さ
ん

は
４
歳
の
時

爆
心
地
か
ら
６
キ
ロ

で
被
爆
「
日
本
政
府
が
や
る
べ
き
は

「
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
す
る
こ
と
。
核
戦
争
は

人
類
を
滅
亡
さ
せ
る

滅
亡
か
ら
人
類

を
救
う
道
は
核
兵
器
廃
絶
し
か
な
い
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
実
相
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
多
く
の
若
者
の
参

加
に
希
望
を
持
ち
ま
し
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
の

批
准
を
さ
せ

る
こ
と
。
理

想
を
追
い
求

め
る
こ
と
は

人
類
の
特
権

で
あ
る
と
の

思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

８
月
27
日
（
日
）
鎌
倉
芸
術

館
会
議
室
で
実
施
さ
れ
た

「
村
岡
新
駅
と
深
沢
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
会
」
の
総
会

及
び
学
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
開
催
直
前
に
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
23
名
の
参
加
者
で

開
催
。
前
半
の
１
時
間
で
１
年
間
の

活
動
総
括
と
今
年
度
の
運
動
方
針
を

全
参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。
後
半

の
学
習
会
で
は
遠
藤
哲
人
氏
を
講
師

に
「
区
画
整
理
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
」
の
講
義
と
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
学
習
会
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
「
深
沢
ま
ち
づ
く
り
」
の
事

業
手
法
と
し
て
の
区
画
整
理
事
業
が

極
め
て
異
常
な
も
の
で
ｊ
Ｒ
や
事
業

団
の
利
益
を
中
心
に
計
画
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
。
深
沢
の
周
辺
住
民

や
区
画
整
理
内
に
家
屋
を
有
す
る
方

た
ち
に
何
ら
の
利
益
に
は
な
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
又
新
駅
周
辺
２
キ

ロ
以
内
の
土
地
評
価
高
騰
も
架
空
の

も
の
で
実
態
と
伴
わ
な
い
も
の
で
す
。

鎌
倉
市
民
に
と
っ
て
何
ら
の
利
益
に

な
ら
な
い
村
岡
新
駅
設
置
に
数
十
億

円
支
出
す
る
こ
と
や
市
民
合
意
を
得

ら

れ

て

い

な

い

市

庁

舎

移

転

な

ど

引

き

続

き

市

民

の

声

で

再

検

討

さ

せ

る

こ

と

が

必

要

と
思
い

ま
し
た
。

（
ST
）
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吉
岡
地
域
深
沢
事
務
所

毎
週
（
火
）
１
時
～
４
時

鎌
倉
市
常
盤
２
０
８

（
深
沢
小
学
校
バ
ス
停
前
）

TEL
・
FAX
（
31
）
８
１
８
０

（
44
）
６
６
２
８
（
吉
岡
）

生
活
相
談
所

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
わ
れ
て
い

る
児
童
生
徒
の
利
用
料
等
を
扶
助
し

ま
す鎌

倉
市
で
は
、
「鎌
倉
市
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
利
用
児
童
生
徒
支
援
補
助
金
交

付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
鎌
倉
市
内
に
在

住
す
る
認
定
施
設
（
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
）
に
通
う
児
童
生
徒
（
小
、
中
、
高
校

生
）の
保
護
者
に
対
し
て
、
利
用
料
当
の

扶
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
の
受
付
を
令

和
５
年
９
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

令
和
５
年

10
月
末
日
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

児
童
生
徒
１
人
当
た
り
の
補
助
額
は
、

月
ご
と
の
利
用
料
等
の
３
分
の
１
の
額

で
、
上
限
１
万
円
で
す
。

対
象
者
、
申
請
の
仕
方
、
認
定
施
設

等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
鎌
倉
市
青
少
年

課
、
ま
た
は
吉
岡
市
議
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

市庁舎移転で
図書館サービス低下の恐れ②

計画内容を具体的に見ていくと、まず

深沢図書館は820㎡から530㎡に縮小
（35%減）されます。地域館でありな

がら市全域の学校、幼稚園、子どもの

家などを対象に児童書の貸出業務を担っ

ており、通常の貸出用の資料とは別の
団体貸出用図書を所蔵し、それらを出

し入れするなどの作業スペースが必要

なのですが、それができなくなる恐れがあります。同じく移転

する学習センターとの共用スペースがあるので、対応できると
しているのですが、共用はあくまで共用で専用スペースにはで

きません。また図書館はただ本を借りて帰るだけの場所ではあ

りません。暮らしや学びに必要な知識、情報を得られるところ
であり、また予約なしに自分が行きたいときに行き、居たいだ

けの時間を過ごせる場所でもあります。調べ物をしたり居場所

となるためのスペースは今でも不十分なのに、逆に縮小されよ

うとしているのです。これではサービス低下は免れないと思い
ます。

（w）（投稿）（次号に続く）

被
爆
者
の
実
相
を
伝
え
て

い
き
た
い
！

吉
岡
和
江

皆
さ
ん
と
と
も
に

住
み
よ
い
町
に
②

鎌
倉
市
民
に
と
っ
て
何

ら
の
利
益
に
な
ら
な
い
！

整備箇所

整備箇所

村岡新駅

戦
争
準
備
よ
り
平
和
の
準
備
を
！

「新
し
い
戦
前
に
さ
せ
な
い
」！

15
回
鎌
倉
ア
ピ
ー
ル
パ
レ
ー
ド

◎
10
月
15
日
（
日
）14
時
集
合

◎
対
話
の
広
場
（大
船
駅
東
口
５
分
）

「主
催
「戦
争
法
廃
止
！
９
条
守
れ
！
」

ア
ピ
ー
ル
行
動
鎌
倉
・
連
絡
先
46‐

５
３
１
８

笛田６丁目

笛田５丁目

湘南記念病院


